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これらは⾃動化と機械システムにおける⽣産と社会運営における、新しい可能性であり、新
規コニュニケーションインフラは、新しい⽣活スタイルの構築を可能とする。 
 
これらはテレワークや⾃宅学習など、新しい可能性の現実化である。 
 
また⾃動化された交通システムは、新しい効率性を創造するのである。これらは明らかに社
会⾰命であり、新しい⽂明への移⾏なのである。 
 
スマートシティは、既存歴史的継続から、新しい社会への転換であり、これら次世代技術と
システムは、必ず新しい⽣活システムの創造を有する。 
 
これらは政治と⾏政転換を必⽤とする。これら次世代転換は、新しい社会システムの構築を
必⽤とするのである。 
 
これらは新しい効率性と⽣産性における新しい社会の創造である。これらは１９世紀にお
ける産業⾰命と全く同じである。 
 
これらの実⽤性は真実において既存のアナログ⽂明に対して優れるため、その新しい社会
転換は存在するのである。 
 
これらは他⽅においてスーパーエリートたちが有する新しい世界の現実なのである。しか
し、全ての存在がこれら新しい⽣産性基準における社会と⽣活への参加を有することは、新
しい未来という現実への選択を与える。 
 
これらインダストリー４.０における企業⽣産性と IOT と IT 化における⽣産性は、明らか
に１９世紀の産業⾰命へ匹敵するのであり、新規エネルギー⾰命において存在するのであ
る。 


